第3号様式（第4条）
社会性等に関する実施状況報告書
	工事名
	
	評価内容
	□地域への貢献等

	実施内容
	

	（説明）

	（添付図等）


説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。
【社会性等の評価について】  

※社会性等は、評価対象項目に該当し、「社会性等に関する実施状況報告書」の提出があった場合にその内容から総合的に判断して評価します。
　　　※「周辺環境への配慮に積極的に取り組んだ。」について
・周辺環境への負荷軽減対策（騒音対策、汚濁対策、粉塵対策、排出抑制等）、動植物保全対策など、周辺環境や自然環境及び生物の保護等に対して具体的な取り組みを実施したことが、関係資料で確認できる場合は報告できます。
・設計図書で施行を明示しているものは除きます。

※「現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観に合わせるなど、積極的に周辺地域との調和を図った。」について
・現場周辺の自然環境、景観、社会環境（通学路等）に合わせて、現場事務所や作業現場の色調やデザインを調和させ、修景したことが、関係書類等で確認できる場合は報告できます。（柄入りフェンスバリケード等の使用のみの場合は除きます。）
・設計図書で施行を明示しているものは除きます。
※「定期的に広報紙の配布や現場見学会等を実施して、積極的に地域とのコミュニケーションを図った。」について
・当該工事現場において、広報活動、現場見学会等の実施や、学童通学時の誘導など、地域とのコミュニケーションを積極的に図ったことが、関係資料で確認できる場合は報告できます。
・設計図書で施行を明示しているものは除きます。

※「道路清掃などを積極的に実施し、地域に貢献した。」について
・当該工事において、その現場周辺地域の公共土木施設の清掃やゴミ拾いなどのボランティア活動を定期的に実施し、地域に貢献したことが、関係資料で確認できる場合は報告できます。
・定期的でない活動や、現場内の清掃除草等は除きます。
※「地域が主催するイベントへ積極的に参加し、地域とのコミュニケーションを図った。」について
・当該工事において、その地域が主催するイベント（地域の美化活動、夏祭り等）に積極的に参加し、地域とのコミュニケーションを図ったことが、関係資料で確認できる場合は報告できます。
・地域とは、自治会単位を基本とします。
※「災害時などにおいて、地域への支援又は行政などによる救援活動への積極的な協力を行った。」について
・当該工事の工期内に発生した自然災害等（家畜伝染病を含む）について、物資の援助、避難場所の開放、運搬等の後方支援、救助等の活動を行い、地域住民や行政に協力したことが、関係書類で確認できる場合は報告できます。
・地域とは避難地、避難所単位を基本とします。
・災害協定に基づく活動及び業務委託などの契約に基づく活動は除きます。
